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2016 年度 CAUA 活動報告
CAUA 事務局　伊藤 絵美

1.　はじめに

CTC アカデミックユーザーアソシエーショ
ン（以降 CAUA と略す）の 2016 年度の活
動概要を報告します。

2.　第 17 回定時総会

総会は CAUA の活動方針・内容を決定す
る機関です。第 17 回定時総会は、2016 年 7
月 14 日（木）に東京都千代田区の TKP ガー
デンシティ PREMIUM 秋葉原で開催されま
した。

初めに、CAUA 会長の後藤滋樹氏（早稲
田大学）の開会ご挨拶があり、その後、総会
議長に鈴木正紀氏（文教大学）が満場一致で
推挙され、議案が審議されました。議案と審
議内容は以下の通りです。

□第 1 号議案：2015 年度活動報告
事務局より 2015 年度の活動内容につい

て報告を行い、全会一致で承認を頂いた。
□第 2 号議案：2015 年度会計報告

事務局より 2015 年度の会計報告を行い、
会計監事の小野成志氏（根津育英会武蔵学
園）より、事務局報告に誤りがない旨のご
報告があり、全会一致で承認を頂いた。

□第 3 号議案（1）：2016 年度活動計画
事務局より以下の通りの活動計画と予算

について報告を行い、全会一致で承認を頂
いた。

（1）第 17 回定時総会
会期 2016 年 7 月 14 日、東京開催。

（2）CAUA FORUM 2016
会期 2016 年 7 月 14 日、東京開催。

（3）CAUA シンポジウム 2016　
会期 2016 年 11 月、東京開催。

（4）運営委員会
年度内に 3 回開催を予定。

（5）会誌「VIEW POINT」第 17 号
2017 年 3 月発行を予定。

（6）ホームページ、メールマガジンの充実
□第 3 号議案（2）：2016 年度予算

原案通り承認された。

以上の通り、4 件の議案は全て全会一致で
承認され、総会は終了しました。

3.　CAUA FORUM 2016

図 1　CAUA FORUM 2016 の模様

2016 年 7 月 14 日（木）の第 17 回定時総
会終了後に、同じく TKP ガーデンシティ
PREMIUM 秋葉原において「CAUA FORUM 
2016」を開催し、70 名の方々にご参加頂き
ました。

テーマは、「学生の役に立つ ICT セキュリ
ティ教育のこれから」で、プログラムは以下
の通りでした。

□開会挨拶
後藤滋樹氏（早稲田大学、CAUA 会長）

□基調講演
「リテラシー教育としてのサイバーセキュ
リティ」
岡村耕二氏（九州大学）

□パネリスト発表
「大学のICTセキュリティ教育の現状と課題」
刀川眞氏（室蘭工業大学、CAUA 運営委員）

「弊社のセキュリティに関する取り組みと
実例」
浜田浩史氏（伊藤忠テクノソリューション
ズ株式会社）

「人事制度と情報セキュリティへの取り組
みについて」
大武雅直氏（日本ヒューレット・パッカー
ド株式会社）

□パネルディスカッション
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「学生の役に立つ ICT セキュリティ教育の
これから」
・コーディネータ

小 野 成 志 氏（ 根 津 育 英 会 武 蔵 学 園、
CAUA 会計監事）

・パネリスト（50 音順）
大武雅直氏（日本ヒューレット・パッ
カード株式会社）
岡村耕二氏（九州大学）
刀川眞氏（室蘭工業大学、CAUA 運営
委員）
浜田浩史氏（伊藤忠テクノソリューショ
ンズ株式会社）

□閉会挨拶
安東孝二氏（株式会社 mokha、CAUA 運
営委員長）

□情報交換会
FORUM 開催後、情報交換会が行われた。

セキュリティに関する話題がメディアでも
取り上げられることが多く、大学でもセキュ
リティ教育に取り組んでいます。大学でのセ
キュリティ教育は社会に出た学生の役に立っ
ているのか、企業の期待と大学の教育に
ギャップがあるのかを議論しました。

基調講演では、九州大学の岡村先生より九
州大学のサイバーセキュリティ教育の取り組
みについて、授業内容や評価の仕組みについ
て紹介がありました。また、パネリスト発表
では、室蘭工業大学の刀川先生より大学のセ
キュリティ教育の課題と、社会人に必要な知
識についてお話いただきました。企業側から
は、日本 HP の大武氏、CTC の浜田氏より、
それぞれの企業のセキュリティへの取組みに
ついての紹介がありました。

パネルディスカッションでは、大学のセキュ
リティ教育の課題と、企業が期待する人材に
ついて議論が交わされました。

4.　CAUA シンポジウム 2016

図 2　CAUA シンポジウム 2016 の模様

CAUA シンポジウム 2016 は、「ICT シス
テムの運用について考える」をテーマとして、
2016 年 12 月 7 日（水）に東京都千代田区の
TKP ガーデンシティ PREMIUM 秋葉原で開
催し、56 名の方々にご参加を頂きました。
プログラムの詳細は以下の通りです。

□開会挨拶
安東孝二氏（株式会社 mokha、CAUA 運
営委員長）

□基調講演
「大学情報センターの運用と課題」
高田昌之氏（電気通信大学）

□賛助会員セッション
「研究室サーバのクラウドへの移行」
滝島繁則氏（さくらインターネット株式会社）

「データ保護の最新動向」
竹ノ内宏光氏（EMC ジャパン株式会社）

□パネリスト発表
「セキュリティを含めた人材の育成」
後藤滋樹氏（早稲田大学、CAUA 会長）

「今後の情報系センターに必要と思うこと」
小川康一氏（埼玉大学）

「ICT システム運用について考える」
鈴木浩充氏（東洋大学、CAUA 運営委員）

□パネルディスカッション
「ICT システム運用の未来」
・コーディネータ

関口忠氏（伊藤忠テクノソリューション
ズ株式会社）

・パネリスト（50 音順）
小川康一氏（埼玉大学）
後藤滋樹氏（早稲田大学、CAUA 会長）
鈴木浩充氏（東洋大学、CAUA 運営委員）
高田昌之氏（電気通信大学）

□閉会挨拶
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小野成志氏（根津育英会武蔵学園、CAUA
会計監事）

□情報交換会
シンポジウム開催後、情報交換会が行われた。

大学の情報システム部門が置かれている環
境は、システムの多様化、複雑化、予算の削
減、人材不足などにより、年々厳しくなって
います。基調講演では、電気通信大学の高田
先生より、ネットワーク上の脅威の増加や人
材や予算の課題から、一つの大学では対応が
難しくなった現状とその解決策の一案として、
複数大学での共同運用の可能性についてのお
話をいただきました。パネリスト発表では、
早稲田大学の後藤先生よりサイバーセキュリ
ティ教育と人材育成についてお話がありまし
た。また、埼玉大学の小川氏からは、技術職
員の立場からセキュリティへの取組みと情報
センターの課題についてお話しいただきまし
た。東洋大学の鈴木氏からは、職員で情報シ
ステムを運用している東洋大学の体制につい
てお話しいただきました。パネルディスカッ
ションでは、国立、私立大学共に置かれてい
る厳しい現状とセキュリティ対応や人材育成
について議論が交わされました。

また、賛助会員セッションとして、さくら
インターネット株式会社の滝島氏と EMC
ジャパン株式会社の竹ノ内氏より発表があり
ました。

5.　CAUA セミナー 2017 in 大阪

図 3　CAUA セミナー 2017 in 大阪の模様

CAUA セミナー 2017 in 大阪は、「ICT シ
ステムの運用について考える」をテーマとし
て、2017 年 1 月 23 日（月）に大阪府大阪市
のナレッジキャピタルカンファレンスルーム
タワー B で開催し、36 名の方々にご参加を
頂きました。プログラムの詳細は以下の通り

です。

□開会挨拶
後藤滋樹氏（早稲田大学、CAUA 会長）

□基調講演
「とある大学の情報系センターの現況から
見る将来」
桝田秀夫氏（京都工芸繊維大学）

□パネリスト発表
「奈良先端科学技術大学院大学における情
報システムの運用とセキュリティ」
辻井高浩氏（奈良先端科学技術大学院大学）

「大阪工業大学の教育研究用システム」
島野顕継氏（大阪工業大学、CAUA 運営
委員）

□パネルディスカッション
「情報システムの運用とセキュリティ」
・コーディネータ

宮下健輔氏（京都女子大学）
・パネリスト（50 音順）

島野顕継氏（大阪工業大学、CAUA 運
営委員）
辻井高浩氏（奈良先端科学技術大学院大
学）
桝田秀夫氏（京都工芸繊維大学）

□閉会挨拶
刀川眞氏（室蘭工業大学、CAUA 運営委員）

□情報交換会
シンポジウム開催後、情報交換会が行われた。

シンポジウムと同テーマで、大阪でミニセ
ミナーを開催しました。基調講演では、京都
工芸繊維大学桝田先生より、情報系センター
が抱える課題と今後についてのお話ありまし
た。続くパネリスト発表では、奈良先端科学
技術大学院大学の辻井先生より、組織の体制
とセキュリティへの対応についてお話しいた
だきました。大阪工業大学の島野先生からは、
大学が提供するシステムやセキュリティの現
状と課題についてお話しいただきました。パ
ネルディスカッションでは、20 年来継続し
て危機的状況にある情報センターの運用の課
題について、ツールやサービスを活用するこ
とや、将来計画の重要性、属人的対応からの
脱却、モチベーションの高いチーム作りをす
るなど、具体的な対応の話がありました。

6.　ホームページ、メールマガジンの充実

本年度は CAUA ホームページの作成・更
新、メールマガジンの発行を以下の通り行い



61

ました。

（1）イベントレポート
2016 年度に実施した以下の 3 件のイベ

ントの開催レポートを作成し、CAUA ホー
ムページに掲載しました。
□ CAUA FORUM 2016
□ CAUA シンポジウム 2016
□ CAUA セミナー 2017 in 大阪

CAUA ホームページ
（URL）http://www.ctc-g.co.jp/~caua/

（2）Online ViewPoint
2016 年 3 月に発行した「ViewPoint」第

16 号を PDF 化し、CAUA ホームページ
で公開しました。

CAUA はその活動で得られた貴重なコ
ンテンツを大学情報化に携わる方々に提供
すべく、会誌をホームページ上に無料で公
開しています。

（3）メールマガジン
電子メールを利用したメールマガジン

「CAUA Academic Newsletter」を年度内
に 6 回 発行しました。
□ VOL.17 NO.1（2016 年 5 月 15 日発行）
□ VOL.17 NO.2（2016 年 9 月 9 日発行）
□ VOL.17 NO.3（2016 年 11 月 1 日発行）
□ VOL.17 号外  （2016 年 11 月 14 日発行）
□ VOL.17 NO.4（2016 年 12 月 21 日発行）
□ VOL.17 NO.5（2017 年 2 月 20 日発行）

7.　運営委員会

2016 年度は運営委員会が 3 回開催され、
CAUA の具体的な活動内容が決定されまし
た。

（1）2016 年度第 1 回運営委員会
□出席役員（運営委員は 50 音順）：

後藤滋樹 会長（早稲田大学）
斎藤馨 副会長（東京大学大学院）
安東孝二 運営委員長（株式会社 mokha）
鈴木浩充 運営委員（東洋大学）
滝島繁則 運営委員（さくらインターネッ
ト株式会社）
刀川眞 運営委員（室蘭工業大学）
小野成志 会計監事（根津育英会武蔵学
園）

□ 日時：2016 年 4 月 18 日（月）16：30 ～
17：30

□ 場所：伊藤忠テクノソリューションズ株
式会社 霞が関オフィス会議室（東京都
千代田区）

□議題：
① 2015 年度活動報告案討議
② 2015 年度会計報告案討議
③ 2016 年度活動計画案討議

（2）2016 年度第 2 回運営委員会
□出席役員（運営委員は 50 音順）：

後藤滋樹 会長（早稲田大学）
斎藤馨 副会長（東京大学大学院）
安東孝二 運営委員長（株式会社 mokha）
鈴木浩充 運営委員（東洋大学）
鈴木正紀 運営委員（文教大学）
滝島繁則 運営委員（さくらインターネッ
ト株式会社）
刀川 眞 運営委員（室蘭工業大学）
小野成志 会計監事（根津育英会武蔵学
園）

□ 日時：2016 年 7 月 14 日（木）12：30 ～
13：30

□ 場所：TKP ガーデンシティ PREMIUM
秋葉原（東京都千代田区）

□ 議題：
①第 17 回定時総会事前打合せ
②事務局報告事項

（3）2016 年度第 3 回運営委員会
□出席役員（運営委員は 50 音順）：

後藤滋樹 会長（早稲田大学）
斎藤馨 副会長（東京大学大学院）
安東孝二 運営委員長（株式会社 mokha）
島野顕継 運営委員（大阪工業大学）
鈴木浩充 運営委員（東洋大学）
滝島繁則 運営委員（さくらインターネッ
ト株式会社）
刀川眞 運営委員（室蘭工業大学）
小野成志 会計監事（根津育英会武蔵学
園）

□ 日時：2016 年 12 月 7 日（水）12：30 ～
13：30

□ 場所：TKP ガーデンシティ PREMIUM
秋葉原（東京都千代田区）

□議題：
①事務局報告事項
② CAUA シンポジウム 2016 事前打合せ
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8.　まとめ

今年度も引き続き、セキュリティに関連し
たセミナーを開催しました。セキュリティ教
育については、大学と企業が求めるセキュリ
ティに対するギャップに気づかされました。

情報センターの運用の課題については、長
年議論されてきていますが、セキュリティへ
の対応も加わり、年々厳しさは増しています。
今回は東京と大阪でセミナーを実施しました
が、学内外の協調や人材育成の取組み、経営
陣も巻き込んだ将来計画など様々な取組みに
ついて議論できたことは大変有意義だったと
考えています。

CAUA では、これからも、よりよいアカ
デミックコミュニティとして活動すべく努力
してまいりますので、皆様のご支援、ご協力
を宜しくお願い致します。

最後になりましたが、CAUA を支えて下
さる CAUA 役員の先生方、CAUA 会員の皆
様方、賛助会員の皆様方に心より御礼申し上
げます。この 1 年間どうも有難うございまし
た。
 （了）




